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0ii. 民
間
の
自
由
と
そ
の
制
約

V.c＇ミ
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案
の
批
判
的
検
討

思

は
じ
め
に

崎
山
ι

げ円引条にム
fusド
ヰ
、
市
川
の
ム
な
し
規
1
t

、r
y
h
U引
火
し
い

労
働
政
策
審
議
た
の
報
叶
口

フ

ハ
ー
は
い
実

致
正
法
案
心
コ
体
町
一
れ
ず
合

立
弛
p
r
u川
り
λ
ない川川山
I

必
に
代
わ
る
選
択
肢

み
な
し
規
定
士
止

2
K
T
Jる
政
策
の
旧
制
川
内
〆
一
そ
り
限
界

' 

μ
内
最
塀
川
町
に
代
ち
る
「
止
泣
苛
ー
ド
セ
亡
。
芯
2
0
1
スク九同（川川一

－
plφ

ド

〕

人
1

ザ

、

p
t
i
t
i－
 

い
っ
た
ん
参
議
院
に
抗
山
さ
れ
介
法
案
を
撤
回
、
〕

同
一
川
容
の
法
案
を
弐
め
て
災
議
院
に
提
出
す
る

利
関
提
品
法
案
と

L
て
提
山
さ
れ
い
γ

お
働
者
派
泣
事
業
の
尚
一
H
な
運
営
の
確
保
及
y
v

派
遣
刀
鵠
起
の
州
系
条
M
け
の
社
備
等
に
間
一
）
る

」
弔
問
一
七
四
阿
通
常
川
門
会
に

法
律
外
寸
川

J

部
を
A
U
J
I
7
る
法
律
案
」
は
、
目
～
む
よ
う
に
冒
頭
か
ら
引
仰
の
ス
タ
ト
を
切
っ
た
υ

典

日
汀

r
lト
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~l1. 

改
rt
法
案
の
困
会
提
山
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
の
が
一
O
一
O
年
ム
三
月
－
九
日
っ

一
O
日
後
の
同
月
二
九
日
に
悶
法
第
一
社
九
サ
と
し
て

よ
う
や
く
凶
会
へ
の
提
川
を
み
た
も
の
の
、
審
議
に
入
る
こ
と
な
く
同
月
『
ハ
口
に
は
こ
れ
が
撤
凶
さ
れ
、
同
日
改
め
て
闘
法
第
六
O
はす

前

と
し
て
同
会
に
提
出
さ
れ
る
。
参
議
院
で
先
議
す
れ
ば
、
そ
れ
が
夏
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
で
J
b
守
党
に
有
利
に
働
く
。
そ
う
し
た

こ皮
と賃
に ｝11 
なも
つ－－－ －~ 
fこ」初
。 は

あ
てコ

チp

と
は

っ
カ1

早
々
に
撤
同
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

川
此
の
い
U

に
は
か
え
っ
て
醜
態
を
さ
ら
す

マ
ニ
フ
一
ユ
ス
卜
や
共
通
政
改
に
書
か
れ
た
事
柄
は
、
回
民
も
こ
れ
を
支
持
し
て
い
る
。

一O
O九
年
八
月
末
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙

で
圧
倒
的
勝
利
を
収
め
た
民
主
党
を
筆
頭
に
、
現
在
の
与
党
は
こ
う
宅
え
て
い
る
節
が
あ
る
が
、
同
民
が
支
持
し
た
の
は
あ
く
ま
で
も

政
権
交
代
で
あ
っ
て
、
公
約
文
書
に
記
さ
れ
た
側
々
の
政
指
ま
で
支
持
し
た
わ
け
で
は
必
ず
し
も
な
い
っ

労
働
問
題
は
、

今
国
の
〈
叩
涯
を
左
右
す
る
外
・
父
・
防
衛
問
題
に
比
べ
れ
ば
確
か
に
マ
イ
ナ
ー
な
問
題
で
あ
る
と
は
い
え
、
派
遣
法
の

改
王
に
つ
い
て
は
、
社
団
法
人
で
あ
る
川
本
人
材
派
遣
協
会
や
川
木
魚
産
技
能
労
務
協
会
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、
派
遣
ス
タ
ッ
フ
を

始
め
と
す
る
数
卜
万
人
の
国
民
が
規
制
強
化
反
対
の
著
名
に
協
力
し
て
い
る

へ派
遣
協
会
は
約
五
七
万
人
、
技
能
協
は
一
一
万
人
弱
の

反
対
署
名
を
そ
れ
ぞ
れ
集
め
た

J

。

こ
れ
ら
の
反
刈
署
名
は
、
山
（
H
録
型
派
遣
や
口
一
履
い
派
遣
、
製
造
派
遺
の
烹
止
に
刻
す
る
反
対
を
己
H
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
協
会

に
加
盟
す
る
ベ
ン
ダ
ー
企
業
の
悶
心
も
も
と
よ
め
そ
こ
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、

ユ
ー
ザ
ー
企
業
の
、て
た
る
関
心
は
、
む
し
ろ
こ
う
し
た

派
遣
禁
止
規
ハ
ん
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ムり一
意
に
基
づ
か
な
い
労
働
契
約
の
締
結
強
制
を
可
能
に
す
る
、
直
接
－
mm用

の
み
な
し
規
正
が
そ
れ
で
あ
る
c
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改
ポ
法
案
に
み
む
南
一
段
雇
用
の
み
作
唱
し
規
定

ソ
フ
ト
な
装
い
労
働
政
策
審
議
会
の
報
告

一（U
O一九斗

i

一
月
八
日
、
分
偽
政
策
審
議
会
前
’
1
A
T
彼
の
川
河
釣
守
派
涜
制
茂
の
’
札
り
方
に
つ
い
て
L

と
題
す
る
打
切
ら
の
な
か
で

門
閣
が
μ
門
会
い
い
に
川
凶
ず
る
派
造
法
投
正
案
に
暮
れ
ノ
込
む
べ
き
事
項
と
し
て
掲
げ
7
も
の
の
ふ
つ
に

「
汚
法
派
遣
の
場
人
は
に
お
け
る
直
接

嵐
山
用
心
仰
に
泣

一υ
あ
る
〉
州
山
古
は
、
次
の
よ
え
に
い
う
。

ノ、

法
法
派
遣
の
場
合
に
お
け
る
直
接
雇
用
の
促
進

二
）
重
次
派
遣
の
州
場
合
、
派
宣
労
働
者
の
希
望
ー
ピ
附
〕
f

い
え
つ
つ
庄
町
心
安
定
が
一
日
べ
ら
れ
る
よ
う

一k
h
買
は
レ
U

一J

J
一

；

一

パイハ

F
コ
毛
主
託

叫

に

、

－

t
u
f
h
d
u

去
に
つ
い
て
違
法
で
あ
る
こ
J
か
fη一
り
な
が
ら
派
遣
労
働
者
を
受
け
入
れ
と
い
や
場
介
に
は
、
注
渋
な
状
態
が
先
中
L
U
J時

点
に
お
い
て
、
派
U

一
先
が
派
遺
労
働
諸
に
対
し
て
、
中
I
訟
派
遣
川
力
倒
γ
h
C
派
泣
芯
に
お
一
円
一
。
リ
カ
働
条
件
と
げ
一
心
労
働
条
沖

ゼ
ー
約
一
昨
と
「
る
労
働
契
約
や
申
し
込
ん
だ
も
の
と
み
注
す
己
H
心
想
疋
乞
設
灯
る
こ
と
が
涜
ゃ
ー
で
あ
る
コ

くL'

へ
の
派
遣
交
人
れ

川
一
許
可
知
甘
い
噛
り
派
間
庖
一
正
か
ら
の
派
注
受
入
れ

f へ

~：） I 

期
間
制
限
主
犯
え
て
の
派
遣
尚
一
又
へ
れ

い
わ
ゆ
る
偽
装
請
負
一
労
協
＃

J

派
遣
法
の
言
ピ
免
れ
る
こ
と
を
［
忙
し
的
と
し
て
、

pzzhm沼契
約
一
ど
苛
化
せ
ず
に
派

遣
い
ガ
的
荷
主
主
汁
入
れ
る
p

」
と

j

J

J

：
 

の
場
合

(!!) 

の
原
則
禁
土
）
に
違
反
し
て
、
常
川
怪
巾
ず
る
労
常
者
さ
仕
い
者
支
汎
遣
労
働
話

fC
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一う
＂＇し

あ
る
と
の
告
？
ん
が
あ
っ
た
。

の川尻
4
4
心
緩
行
杭
似
の
に
め
、

同
一
常
心
見
事
r
叶
一
弘
山
寸
に
加
え
、

へ
一
）
に
よ
り
み
な
さ
れ
た
労
働
契
約
の
中
込
人
主

一
川
温
労
働
者
が
受
諾
f

ご
に
も
mN

当
該
派
潰
労
働
哀
を
就
労
さ
せ
ェ
い
派
遣
先
に
十
川
寸
る
行
政
の
納
長
制
反

「前

十
泣
け
る
一
一
と
が
『
窓
り
ー
で
あ
る
υ

かは叩

hι、

仮
に
崎
市
｛
乏
を
設
け
る
際
に
は
、

一
収
涜
先
の
以
十
晶
開

LZ
尚
一
矢
に
起
因
「
る
ぬ
ん
口
に
間
以
’
に
し
た

使
出
山
者
代
友
安
い
H

か
ら
、

ー
で
、
訴
法
刊
の
安
門
寸
土
具
体
的
か
コ
明
確
に
？
る
必
民
性
が
あ
る
ご
と
に
加
え
、
を
も
そ
も
甲
田
川
正
川
引
を

3

一
し
込
ん
だ
J
－

A

二
み
な

γL口
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
は
、
企
業
の
ほ
印
刷
円
γ日
当
や
、
労
情
契
約
の
ん
口
詰
原
則
を
伝
百
ず
る
こ
ヒ
か
日
ー
も
い
札
対

J

、

売
出
し
に
は
ー
山
袋
U

池
山
の
匂
造
二
と
あ
る
も
の
の
、
そ
乃
内
容
は
一
也
山
一
庭
用
の
強
制

に
刊
以
り
尽
く
遅
い
c

い
っ
た
ん
派
遣
先

が
労
働
公
約
吉
山
叩
1
込

ω
た
も
の
と
み
な
さ
、
れ
る
と
、

Lh
と
は
派
遣
労
働
有
に
よ
る
rホ
ザ
附
の
草
山
忠
十
式
市
一
受
可
問
）
さ
え
あ
れ
ば
、
そ
れ

に
行
己
主
働
必
約
は
成
立
し
て
し
子
？
r
h
J

ら
で
為
る

お
た
か
も
ソ
サ
ノ
、
な
規
制
ビ
ん
あ
る
か
心
ご
と
ノ
渋
い
〕
ど
こ
ら
し
て
も
、
点
の

f
の
持
ま
で
は
何
せ
な
い
…
仮
に
こ
の
よ
う
な

H
象
論

に
訴
え
る
手
段
に
よ

τ
て
、
使
川
市
告
代
表
公
民
の
百
円
ん
に
も
あ
る
企
業
の
採
用
心
ー
一
比
や
、
労
働
刈
ノ
約
の
公
立
原
則
な
佼
古
す
る

と
の
批
判
？
？
わ
す
こ
と
が
で
芦
る
1

／
考
え
て
い
る
と
す
れ
ば
、

ぃ、ゃんよ、つ
v

た
だ
も
F
4
4
4

だ
い
凶
公
に
枕
川
さ
れ
た
法
案
一
以

F
「
改
正
法
案
」
と
い
う
）
山
川
、

P
V
に
み
た
諒

Fn門
別
寸
千
百
、

や
や
一
）

J
I
ンスペ号、

F、
に
〕
て
い
た

r

よ
れ

J

王
様
に
い
え
ば
、
そ
の
ベ
ー
ス
乙
な
っ
た
し
川
’
つ
て
の
ガ
党
系
戸
現
仕
の
守
党
一
党
が
汗
父
時
代
の
第

k

悶

通
常
川
門
会
に
扱
凸
L
た
法
案
、

ヒ
い
う
）

t
比
較
じ
て
も
、
そ
の
山
口
容
に
は

Am〈
は
い
え
税
制
強
化
色
の
へ
c
ら
ピ

、A
、l
A

i

一

一
回
ま
コ
た
河
（
は
き
た
み
ら
れ
た
の
ご
あ
る
の

ip,o(人｛均羊｝ 60 ;z 4: c41l :zo川 7、
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2 

ハ
ー
ド
な
内
実
改
疋
、
伝
家
の
具
体
的
内
容

、
四
〈
J

条
の
二
一
に
共
涌
弘
山
し
の
あ
る

1

派
渥
労
働
苔
の
一
荒
田
川
」
に
閲
す
る
没
ハ
じ
と
し
て
、
剥
ly－

ーノ、十九え～引，一

ノ丈、’
d
g

（
パ
リ
汲
川
：
派
達
の
涼
則
川
九
U
r
k
点
｛
止
が
一
施
行
さ
れ
ん
～
後
の
点
ん
と
、
以
i
同、
J

J

f

ピ恨み、一」

労
働
者
派
法
心
役
務
の
問
料
供
を
受
け
る
4
7
↓
阿
（
特
定
位

If行
政
J
、人

第
m
同
十
条
の
六

（独

yy行
政
ぴ
、
人
述
則
法
令
成
一
J

年
法
律
第
討
一
一
号
）
第
条
第

同
（
に
規
疋
ず
る
特
定
独

J
F政
法
人
を
い

を
ヘ
パ
ハ
ド
］
。
次
条
に
お
い
て
司
1
1）
及
び
地

方
公
共
凶
休
）
特
定
地
方
独
リ
行
政
法
人

「
地
方
独
立
行
政
法
人
t
仏
戸
平
成
両
年
法
律
第

γ

一
へ
は
ラ
ザ
第
一
条
第

刊
引
に
規

定
ず
る
払
い
定
判
中
方
独
立
行
政
作
人
を
い
う
二

4
1
Aけ
と
ー
ー
に
条
に
お
い
て
判
じ
J

の
検
川
川
パ
を
除
く
コ

J
町
、
こ
の
粂
に
お
い
て
苅

じ
υ
）
が
次
の
各
口
ワ
の
い
ず
れ
に
い
談
中
！
？
司
令
行
持
な

h
つ
に
場
合
に
は
、
そ
の
時
点
に
お
、
q

て
、
ー
政
労
働
者
千
い
よ
遣
の
役
務

心
得
川
市
町
を
受
付
る
有
か
ら
ψ
！
「
持
労
働
者
一
店
近
に
係
）
角
丸
山
守
何
日
ガ
働
者
に
礼
し
、

そ
の
時
点
に
お
げ
る
当
該
派
遣
労
働
者
に
係
る
労

働
条
洋

LLR
干
の
労
働
条
汁
守
的

H
Eす
る
汚
働
契
約
力
申
込
ゐ
を
し
た
一
も
の
と
み
日
す
っ
た
に
し
、
労
働
者
派
遣

提
供
主
受
け
る
甘
か
、
そ
の
行
っ
た
ね
為
が
次
心
谷
り
の
い
ず
れ
か
の
行
為
に
ひ
日
当
ナ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、

』
〉
、

ム
μ
七

自
コ
主

主

c
t

か
っ
丈
こ
と
に
つ
き
過
失
が
な
7
J
ヮ
た
と
き
は
、
こ
の
円
以
り
で
な
い

治
問
丸
木
第
一
ポ
ハ
心
規
’
U
H
h
注
以
し
て
派
遣
労
働
者
計
同
条
第

phr谷
口
勺
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
業
務
に
従
事
さ
ぜ
る
こ
と
己

円
m

J

E

四
条
の
一
一
の
単
一
万
二
埠
が
そ
労
働
者
派
遺
の
役
務
の
促
仏
J
V
r
J
Z
げ
る
こ
と

v

h
M
阿
！
ー
た
の
一
第
一
取
り
規
r

沿
い
注
じ
は
、
）
て
刀
句
者
派
遣
の
役
務
の
紀
白
山
吉
J
A
H
る
こ
と
マ

I "I 

第
阿
去
の
九
の
い
引
定
に
法
反
L
て
労
掛
若
山
述
の
役
務
の
捻
引
き
受
け
る
こ
1
r

、

五

こ
の
法
作
又
は
次
節
の
規
だ
れ
よ
り
辿
弔
さ
れ
る
法
作
の
規
P
4
T
U
治
用
を
免
れ
る
は
的
芝
、
古
一
刊
誌
そ
の
他
労
伊
川
首
以
遺
以
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一う
＂＇し「前

外
心
名
口
と
契
約
一
を
締
結
し
、

第
一
llh
ハ
条
第
ん
ほ
ん
什
サ
に
拘
け
る
事
尽
を
｛
疋
め
」
に
労
働
者
一
川
返
心
役
務
の
提
仰
い
と
交
付

る
こ
lζ

ヘ

？ 

苦
情
引
の
規
定
に
工
作
労
働
い
で
約
一
の
山
i

一八？？？
J

た
も
の
と
み
な
3
れ
た
労
働
者
派
遣
、
り
役
務
の
日
供
を
受
汁
る
設
は
、
中
l
z
M

労
働
契
約
の
い
込
み
に
係
る
同
項
ピ
税
一
疋
、
ず
る
行
為
パ
つ
終

f
、〕允

umr
り

1
－
ど
が
泌
す
る
川
ま
で
の
岡
山
川
、
当
一
説
立
込
み
を

徹
一
回
す
る
ャ
乙
が
で
さ
な
い

、3

札
品
目
、
心
規
定
に
ロ
り
労
働
ぃ
先
日
約
の
庁
込
吋
ー
を
L
た
も
の
と
み
な
さ
れ
行
労
例
者
J
M

机
泣
の
役
務
心
抗
供
を
受
け
る
設
が
、
当

－m申
込
み
に
討
し
て
と
臥
岐
に
規
ハ
止
す
る
川
河
内
に
本
邦
ず
る
拾
え
は
あ
小
諸
し
は
い
U

日
の
意
思
十
五
不
町
受
げ
な
か
っ
た
乙
詳
は
、

ψ

該
申
込
み
は
、
品
、
乃
γ

効
什
日
十
字
つ
。

λ式

外う

哨
引
の
想
定
に
よ
り
申
し
込
ま
れ
、
も
の
と
み
な
さ
れ
た
汚
働
契
約
に
係
る
↑
山
遺
万
働
者
に
係
る
労
働
者
派
遣
を

γ
る
空

当
該
労
働
者
派
L
F
心
役
務
心
同
九
牛
山
吉
受
け
る
者
か
ら
求
め
が
ー
の
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、

当
該
労
働
者
派
遣
の
役
務

業
し
は
、

PJ
保
ペ
ハ
市
」
受
げ
る
高
に
は
し
、
治
や
か
に
、
月
以
一
ド
V
M
J
t
に
よ
れ
労
働
認
約
の
中
込
Z
J
4
ご
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
同
点
に
h

一ベ

げ
司
令
当
裁
派
遣
労
問
者
に
何
時
的
る
う
カ
働
条
件
の
出
い
窓

Y
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
四
十
条
の
七

労
働
者
派
遣
、
山
役
務
の
犯
供
J
r
J
↓
ん
げ
る
者
が
凶
え
は
地
点
公
共
同
伴
の
機
関
で
為
る
場
合
ご
み
の
っ
て
、
則
条
第

一
取
各
4

す
の
い
ず
れ
か
に
該
当
「
る
行
為
を
汀
コ
や
一
場
合

一
岡
崎
エ
九
だ
し
平
け
に
認
定
J
q

ノ
る
場
九
日
を
除
〈
）

に
い
ぬ
い
て
は
、
中
」

「
法
行
為
、
下
水
、

f
、
〕
た
日
か
ら
一
ん
ヰ
i

を
日
投
過
ャ
る
日
ま
で
の
同
九
、
川
一
該
労
山
側
主
派
遣
に
係
る
派
遣
一
労
問
主
が
、
立

i

一
該
阿
止
は
地

方
公
共
凶
休
の
機
関
い
お
い
て

f
d労
日
間
立
派
法
に
係
る
業
務
こ
同

の
栄
治
に
従
事
す
る
こ

r
R
求
め
る
午
、
ざ
は
、
市
一
部
一
回

止
は
氾
卜
刀
公
共
団
体
の
機
関
は
、
日
目
（
の
競
走
の
政
ピ
H
h
v

一
昨
ま
λ
、
山
－
設
派
遣
、
h
H

句
討
の
桜
山
の
安
，
ぷ
1
p
d

凶
る
飢
々
、
か
＝
旬
、
凶

家
公
務
員
法
ヘ
昭
和
一
十

年
法
作
第
百
円
勺
υ

裁
判
所
杭
只
臨
時
折
M
F
九
州
ヘ
悩
和
一
1
1
六
引
f

法
ば
い
第
十
ォ
h
f
I
h
H勺
）
に

ip,o(人｛均羊｝ 60 ;z ii: c4' :zo o, 7、
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お
い

c
r－
川
す
る
場
今
主
八
千
一
川
一
、
国
八
百
件
川
口
？
出
（
沼
和
二

l
ポ
よ
い
州
第
八

l
与ア

J

）
、
日
筒
山
本
一
広
一
、
唱
和
一
十
九
町
、
伝
律

お
じ
l

ハ
i
K
1
5
又
は
地

h
公
務
員
以
へ
昭
和
卜
τ
I
J

こ
山
伸
寸
前
一
白
ー
ハ
ト
一

ZJ
そ
の
他
関
係
法
令
の
規
定
に
ま
つ
〈
採
用

ふ
り
他
の
冶
切
な
川
畑
中
白
乞
講
？
ぃ
九
九
り
れ
ば
な
ら
な
い

説
明
に
荒
d
y
ん
す
る
ぷ
め
な
行
っ
？
派
遣
労
働
者
山
係
る
労
協
者
派
遣
を
す
る
事
業
、
む
は

了
諸
労
山
町
則
夫
派
遣
に
係
る
凶
正
ば

う

池

H
公
共
同
体
の
隊
問
カ
ら
烹
め
が
あ
コ
た
は
場
ん
は
に
お
い
て
は
、

山r
－
該
凶
又
は
油
方
公
共
川
体
の
隊
関
に
対
L
、
法
や
か
に
、

引
～
以
凶
J

人
は
地
方
公
共
団
μ
刊
の
機
関
が
tHb次
第
一
瓜
ち
号
の
い
ず
れ
か
に
散
当

γ
る
行
為
ー
ゼ
行
っ
た
時
白
に
お
け
る
心
町
長
派
遣

v

万
般
若
に
M
W
る
労
依
条
刊
の
…
川
1

件。一

4
一知
1

ー
ィ
け
れ
ば
？
っ
当
ー
い
っ

持
部
四
十
条
の
八

同
生
労
品
川
太
平
は
、
労
働
者
派
述
。
役
務
の
持
供
を
受
け
令
名
又
は
派
遣
労
働
者
か
ら
の
求
め
に
ゆ
じ
亡
、
万

働
者
一
派
遣
の
役
必
の
先
生
古
川
公
け
る
者
の
行
為
か
、
第
団
十
条
心
t

ハ第

－h

各
口
勺
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
」
川
〆
τっ
か
に
つ
い

て
必
裂
な
助
言
を

J
Z守一
b
L

引
で
き
る
ー

い
h
T
辛
労
働
大
臣
口
、
第
川
川
」
十
条
の
よ
第
一
市
出

に
よ
り
申
し
込
「
子
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
勺
労
働
契
約
に
係
る
派
宣
リ
ガ

~＇ 働
者
が
当
該
中
山
み
ぞ
示
請
し
た
渇
今
に
お
い
て
、
け
川
町
引
日
判
明
以
に
よ
り
当
夜
労
間
契
約
の
申
込
み
を
し
た
も
の
と
み
な
予
ふ
れ

た
%
働
者
一
川
小
遣
の
役
務
の
提
供
ど
受
け
る
v
hが
当
該
派
法
労
働
苔
J
V

」
此
労
火
、
せ
な
い

は
、
当
該
川
労
働
者
派
遣
の
役
務
の

提
供

γ
受
け
る
者
に
み
え
し
、
ψ
I
1
1
凶
派
患
い
尚
喜
一
υ就
労
に
閃
L
必
裂
な
助
二
川
、
お
符
又
は
勧
ヨ
い
ど
す

T
Lと
が
で
き
る

v

ミ、．

け
円
十
』
労
働
L

へ
巨
村
、
前
取
引
の
規
d

心
に
よ
い
り
、
当
一
談
山
遺
労
働
苔
を
山
川
労
示
せ
る
べ
き
れ
門
の
紡
土
nyわ
ず
に
？
ぷ
入
場
合
に
お
い
て
、
与
し

の
勧
：
門
主
受
付
丈
第
四
十
h
h
干
の
に
川
一
項
、
の
規
定
に
よ
り
労
働
契
約
の
？
い
込
弘
吉
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
労
伐
者
派
遺
心
役

務
の
提
供
を
戸
エ
げ
る
者
が
、
」
れ
に
従
わ
な
か
っ
七
こ
さ
は
、
そ
の
日
を
ノ
ム
衣
「
る
こ
1
r

が
で
き
る
。

／阪人法学； ω 、＇27) 2"3 c2CJU. 7〕
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派
遣
法
に
は
、
労
働
某
準
法
等
の
適
用
に
関
す
る
特
例
寺
に
つ
い
て
定
め
た
第
一
二
章
第
山
節
の
規
定
（
四
四
条
以
下
）
が
存
在
し
、

常
識
的
に
考
、
え
れ
ば
、
同
法
は
公
務
目
、
へ
の
迎
用
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
と
忠
わ
れ
る
υ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
は
「
凶
、

前

地
方
公
共
川
休
、
が
派
遣
先
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
も
、
法

（第
」
一
帝
第
阿
部
の
規
定
及
び
巾
I
該
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
労
働
基
準
法

は
全
面
的
に
適
刊
刑
さ
れ
る
l

と
の
考
え
方
が
、
通
達
に
よ
っ
て
採
削
き
れ
て
き
た
c

心
に
み
た
よ
う
に
、
新
設

年
の
規
山
一
ん
を
合
む
c）

胤
定
が
い
さ
き
か
複
雑
な
も
の
と
な
っ
た
の
も
、
こ
こ
に
理
由
が
あ
る
。

F
1
4
司、

し
か
し
、
公
務
員
の
場
合
、
そ
の
仔
川
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
労
働
契
約
と
い

っ
た
観
念
を
容
れ
る
余
地
が
な
く

（労
働
契
約
法

も
適
用
を
除
外
さ
れ
て
い
る
。
同
法
一
九
条
一
一
泊
慌
て
ま
た
峨
見
の
採
用
に
つ
い
て
も
、
抗
争
試
験
ま
た
は
選
考
の
上
刀
法
に
よ
る
こ
と

（国
家
公
務
貝
法
一
一
．六
条
、
地
方
公
務
日
法
一
七
条
令
一
一
項
・
凶
岐
て

そ
れ
以
外
の
－
H
法
に
よ
る
採
川
を
事
実
上

回
や
地
方
の
行
政
機
関
に
強
い
る
よ
う
な
規
定
を
派
遣
法
に
新
た
に
設
け
る
こ
と

（四
O
条
の
七
）
に
は
、
中
直
に
い
っ
て
違
和
感
を

が
法
定
さ
れ
て
お
り

覚
、
え
ざ
る
を
作
な
い
ハ
一A

－
党
主
に
も
な
か
っ
た
と
の
よ
う
な
胤
ハ
え
が
な
ぜ
設
け
ら
れ
た
の
か
υ

そ
の
町
内
が
従
来
の
行
政
解
釈
を
維
持

す
る
こ
と
に
の
み
あ
る
と
す
れ
ば
、
木
末
転
倒
と
い
う
ほ
か
あ
る
ま
い
c

他
方
、
こ
う
し
た
公
務
口
問
布
の
問
題
を
除
け
ば
、
改
正
法
案
に
定
め
る
直
長
一
尾
川
の
み
な
し
規
定
の
内
容
そ
れ
口
体
は
、
さ
ほ
と

難
解
な
も
の
で
は
な
い
。
み
な
し
規
定
の
、
刷
用
を
受
げ
る
の
は
、
川
O
条
の
h

ハ
第
二
川
明
各
号
に
定
め
る
違
法
派
遣
の
受
入
れ
を
行
っ
た

派
遣
先
で
あ
り
、
そ
こ
で
造
法
と
さ
れ
る
行
為
や
、
派
遣
先
が
派
遣
労
働
者
に
刻
し
て
中
し
込
ん
だ
も
の
と
み
な
さ
れ
る
労
働
契
約
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
先
に
み
た
労
働
政
策
審
議
会
報

E
の
胡
段
部
分
で
ハ
の

（
ご
）
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
条
文
化
し
た
も
の
と
考
え
て

主
忙し
支
え
は
な
い
c

今
、
み
な
し
規
定
の
対
象
と
な
る
進
法
行
為
に
限
っ
て
、
作
サ
別
に
条
丈
に
沿
っ
た
形
で
そ
の
具
体
的
内
容
を
も
う
一
広
ポ
ぜ
ば
、

自
防
」

お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
る
。

（阪大法学）6日 （Z8) 244 '.2010. 7: 



祝

f
i
uす）

U

派
遣
労
働
高
JY
派
遣
が
禁
止
さ
れ
台
、
塩
田
除
外
業
務

安

示
即
～
湾
運
送
、

設
設
お
よ
び
盛
一
〔
山
お
の
芥
川
市
務
の
ほ
か
、
初
の
長
治
、
U
T
市

務
｛
派
法
正
予
以
内
科
吋
雇
川
川
す
る
労
働
者
を
従
事
さ
山
村
る
幼
〈
刊
を
除
く
〕

に，
M
2
Jさ
せ
る
こ
と

L」
~ 

-" 
c 

川
市
左
叫
可
・
梅
川
相
け
の
派
遣
五
「
二
一
条
原

L
八
円

υ

一仏子一ハ
U
ラ

f

よ戸
γ人
有
さ
れ
る
派
遣
ぶ
－
H
h常
二
以
外
向
派
遣
豆
一
党
JY行

（主）

－nJ
市川ザ荒子）

か
ら
派
泣
サ
ヲ
ー
ピ
ス
の
材
供
を
受
け
る
h

｝
〉

バ
サ
℃

(3) 

比
一
ヰ
ミ
人
れ
初
閣
に
幻
則
一

rq
－
段
長
一
一
午
の
制
限
の
あ
る
来
務
（
ニ
ハ
業
務
以
外
の
白
由
化
業
務
）
に
〉
い
て
、
開
明
判
制

限
に
主
反
し
て
、
次
泣
サ
ー
ピ
ス
の
提
供
を
受
け
る
こ

＼一一川す〉一」

必

設
録
制
派
遣
の
原
則
議
J
H
規
定
r
F’以
L
マコ

J

ば
泣
サ
！
と
ス
の
交
供
中
受
け
る

〔
円
由
化
条
此
刊
に
派
泣
冗
が
μ
九
時
版
刷

γ

る
労
働
者
以
外
の
派
遣
労
働
者
を
就
か
せ
る
）
こ
こ
（
j
l↑勺）

C

L
わ
ぬ
る
偽
装
請
負

司氏
ユ互

法
弓ミ

は
よ止
す込
先
会。

f忌

幻

労
f訓
告

4j 

')! 

手長
一れ

が手、

7よ
し

伴j

例

Je'I 

川
さ
れ
る
怯
作
の
透
川
市
宮
内
卯
れ
る
こ

2jhv一
口
的
と
し
こ
、
請
負
一
ぞ
約
生
リ
の
名
口
で
、
派
遣
刈
人
約
を
粘
ば
ず
に
派
退
庁
l
ピ
ス
の

提
供
や
九
九
ヶ
ヌ
け
る
こ
と

持：附D)l'i用仁子の制約

い
に
九
住
民
派
遣
と
い
っ
て
も
、
少
し
注
烹
し
て
い
れ
ば
そ
の
受
人
れ
を
ま
然
に
防
止
で
＃
る
も
の

一

J
3
、j

－J
u
dリ一

ィ
J
Zずん

へ
市
川
）
市
川
）
と
が
あ
る
（

か
な
り
い
け
士
宮
市
U

て
い
て
も
完
全
た
防
止
は
同
山
市
な
も
の

な
hv
で
も
、
期
間
制
限
達
反
の
v

泳
法
受
入
れ

に
つ
い
て
は
、

派
遣
受
入
札
期
闘
に
制
阪
の
な
い
一

六
業
務
1
／。
JA
人
れ
期
間
に
制
限
の
あ
る
日
出
ル
石
常
務
と
を
明
刊
に
M
m
へ
刀
す
る

τ－

一
一
石
が
複
合
す
る
京
務
の
場
合
、

行
政
濡
釈
に
コ
て

FU
ず
に
栄
治
の
割
合
が
時
一
同
数
ピ

が
実
務
上
は
木
町
却
に
一
丸
い
こ
と
に
お
九
、

、J

て
一
判
。
iMC

超
え
る
／
一
、
八
十
体
が
F
汁
由
化
薬
務
〆
」
し
て
泌
わ
れ
る
、
｝
こ
に
JI
る
行
め
、
当
事
話
が
定
つ
な
い
司
に
、
期
間
制
限
に
法
以

／阪人法学； ω 江川辺ocZCJU. 7〕
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し
て
し
ま
う
ケ
l
ス
も
実
際
に
は
少
な
く
な
い
υ

こ
の
よ
う
な
令
情
に
配
慮
し
た
た
め
か
、
一
一
九
兄
案
で
す
ら
、
期
間
制
限
違
反
の
派
遣
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
派
遣
一
冗
か
ら
派
遣
先
に

前

以
居
用
契
約
（
労
働
契
約
）
の
申
込
み
義
務
規
定
（
四
O
条
の
州
）
と
同
様
、
匝
按
雇
則
の
み
な
し

出
品
定
を
週
間
す
る
際
の
要
件
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
た
c

し
か
る
に
、
改
正
法
案
で
は
、
こ
う
し
た
派
遣
停
止
の
通
知
が
な
く
て
も
、

－A
V
φ
 

み
な
し
規
定
の
辿
用
、
が
可
能
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

派
遣
い
停
止
の
通
知
が
あ
る
こ
と
が
、

た
し
か
に
、
期
間
制
限
造
反
の
派
遣
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
二
一
党
案
で
は
、
派
遣
停
止
の
通
知
が
こ
の
よ
う
に
要
件
と
さ
れ
る

－
N

で
、
派
遣
先
の
悪
志
ま
で
は
要
件
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
υ

こ
れ
に
刈
し
て
、
改
正
法
案
の
も
と
で
は
、
派
遣
停
止
の
通
知
が
不
安
と

さ
れ
る
一
五
で
、
派
遣
先
が
善
意
－

M
過
失
で
あ
れ
ば
、
世
捷
U

居
川
の
み
な
し
規
定
、
が
適
川
刑
さ
れ
な
い
と
い
う
一
定
の
附
止
め
が
用
立

さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
右
の
よ
う
な
収
状
に
お
い
て
、
似
に
派
遣
先
が
期
間
制
限
違
反
の
事
実
を
「
・
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き

、サん
、

過
失
が
な
か
っ
た
」
と
い
え
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
歯
止
め
と
し
て
の
立
味
を
持
た
な
い
こ
と
に
な
る
。

労
働
政
策
審
議
会
の
被
告
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
派
遣
先
が
「
違
法
で
あ
る
こ
と
を
知
わ
な
が
ら
」
（
一
生
意
）
「
派
遣
労
働
者
を
受
け
入

れ
て
い
る
場
合
に
の
み
、
声
援
一
泌
川
の
み
な
し
規
定
が
適
川
刑
さ
れ
る
と
い
う
の
で
為
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
懸
念
も
ホ
じ
な
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
が
、
現
実
の
条
文
に
お
い
て
は
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
聞
の
事
情
は
、
お
そ
ら
く
－
審
議
会
の
場
で
も
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
ど
こ
か
釈
然
と
し
な
い
も
の
が
残
る
。
と
も

あ
れ
、
「
派
遣
先
の
故
意
・
主
過
失
に
起
因
す
る
場
合
に
限
定
L

す
べ
き
と
し
た
使
用
者
代
去
委
員
の
意
見
は
、
完
〈
ト
に
川
…
机
さ
れ
る

結
果
に
終
わ
ア
た
の
で
あ
る
c

な
お
、
労
働
政
策
審
議
会
報
告
の
後
段
（
F

ハの

（－
一
）
）
を
条
文
化
し
た
も
の
に
囚
O
条
の
八
が
あ
る
。
た
だ
、
直
接
雇

M
N労
働

契
約
の
申
込
み
み
な
し
規
定
（
凶
O
条
の
六
）
に
先
行
す
る
、
労
働
契
約
の
市
込
み
義
務
胤
定
一
川
O
条
の
四
お
よ
び
凶
O
条
の
瓦
）

｛田正大法学l60 (2 10) 24日：2010.7: 



、
内
〈
JV

に
つ
い
て
も
、
類
似
規
定
が
以
前
か
ら
阿
九
条
の
一
－
と
し
て
設
け
ら
れ
て
お
り
、
傍
川
口
に
も
わ
か
り
に
く
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

直
接
雌
用
の
み
な
し
と
か
か
わ
る
労
働
契
約
の
中
込
み
に
つ
い
て
は
、
指
りし専
・
助
一百
抜
き
に
厚
生
労
働
大
戸
、
が
勧
告
を
行
う
こ
と
を

吋
能
に
し
た
と
い
う
点
に
双
方
の
追
い
は
あ
る

（四
つ
条
の
八
第
一
項
と
四
九
条
の
一
－
第
一
項
と
を
比
較
参
照
）
と
い
っ
て
よ
い
が
、

そ
も
そ
も
労
働
契
約
の
町
込
み
義
務
規
戸
に
つ
い
て
は
、
公
法
上
の
義
務
規
定
と
し
て
私
法
上
の
効
果
、
が
認
め
ら
れ
な
い

大
同
に
よ
る
指
導
・
助
言
・
勧
告
等
が
、
「
一一
政
義
務
規
定
の
実
効
性
主
担
保
す
る
喉
－

の
措
早
川
と
な
る
）
の
に
対
し
て
、
労
働
契
約
の

（厚
央
労
働

中
込
み
み
な
し
規
定
に
つ
い
て
は
、
文
字
ど
お
り
私
法
k
の
効
果
が
認
め
ら
れ
る

大
同
に
よ
る
指
導

・
肋

5
・
勧
告
等
は
、

（民
事
訴
訟
も
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
厚
生
労
働

、R
U
，

み
な
し
規
定
の
実
効
性
を
側
山
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
措
置
に
と
ど
ま
る
）
と
い
う
、
そ
の
背
景

に
あ
る
根
本
的
な
違
い
に
も
留
意
す
る
必
川
女
が
あ
る
の

人

f
Mの
法
改
止
が
、
こ
の
よ
う
な
違
い
を
無
視
し
て
、
労
働
担
約
の
巾
込
み
義
務
規
定
に
つ
い
て
も
、
と
れ
を
私
法
上
の
義
務
規
定

と
し
て
位
置
づ
け
る
き
っ
か
け
と
な
る
と
は
考
え
た
く
な
い
が
、
解
釈
の
続
会
を
口
主
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
方
向
に
む
か
う
可
能
性

も
な
く
は
な
い
。
ま
た
、
労
働
喫
約
を
申
し
込
ん
だ
も
の
と
み
な
き
れ
る
場
合
に
は
、
プ
水
諾
の
意
思
表
一
小
き
え
あ
れ
ば
、
労
働
契
約
は

続

成

ιず
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
派
遣
労
働
者
と
の
聞
に
一
展
胤
悶
係
が
な
い
こ
と
を
深
山
に
、
派
遣
先
が
派
遣
労
働
者
の
加
入
す
る
労
働

『
刊
行
f

・

組
合
と
の
川
休
交
渉
を
紅
白
す
る
こ
と
も
、
今
後
は
許
さ
れ
な
く
な
る
と
い
っ
た
問
題
も
一
方
に
は
あ
る
。

採附の白白とそのIU!J約

労
働
い
却
下
約
の
巾
込
み
み
な
し
を
前
提
と
し
て
、
派
遣
先
に
承
請
の
意
思
表
一
が
を
行
う
と
同
時
に
川
休
交
渉
を
巾
し
入
れ
、
労
働
問
に

は
指
与
を
飛
び
越
え
て
勧
告
を
求
め
る
と
と
も
に
、
及
判
に
も
訴
え
る
c

改
正
法
、
が
施
行
さ
れ
た
院
に
は
、
そ
う
し
た
世
界
が
現
実
の

も
の
と
な
る
と
考
え
て
、
ま
ず
間
違
い
は
な
い
で
あ
ろ
う
c

（阪大法学）(j() (2 11) 247〔2010.7〕



「前 一う
＂＇し

直
長
雇
用
の
み
な
3

）
規
定
に
代
わ
る
選
択
段

み
な

ν
規
定
を
正
当
化
す
る
政
策
上
の
根
拠
と
そ
の
限
界

声
援
一
一
尽
の
み
な
、
）
奴
以
を
正
当
化
す
る
校
拠
は
、
と
ャ
に
あ
る
の
か

人
寸
仕
慌
の
労
偽
者
派
遣
制
茂
の

ヤ
の
間
隔
岨
に
つ
い
亡
は
、

“
い
わ
方
に
つ
い
て

アケ

ー与

同

四
十）j

fお
政
折之
；告
·~ 

d吃
之、

抗議

向、

労
苦I
力
;;:; 
苅？
il;i] 

皮

C> 

一
八

U
～

に
お
け
る
、
次
り

に
な
る

一
宮
お
、
使
印
刷
者
を
代
表
す
る
品
格
妥
只
お
も
た
υ

厚
生
労
働
省
の
γ
心
不
品
川
一
切

品
川
か
手
不
認
ド
以
乃
ソ
八
五
一
J

は
、
該
中
山
川
山
分
の
抜
川
サ
ー
で
あ
る
、
。

コ
高
橋
委
員

み
な
し
規
d

疋

に

涜

l
ご
は
、
改
め
て
公
益
を
け
以
の
光
牛

、
事
務
局
で
？
も
い
柏
帯
L
十
J

が
、
一
一
義
樹
脂
十
件

mV
門
以
（
山
町
裁
判
次
以
来
定
若
し
と
き
た
持
出
の
白
山
の
原
山
叫
が
公
害
ぎ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
亦
解
す
る
の
で
す
が
、
ど
う
し

て
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
の
伊
が
ど
う
し
て
も
弘
に
は
川
崎
併
が
で
き
ま
モ
ん
〈
正
た
、
市
川
働
相
、
約
伝
一
条
に
も
労
働
契
約
心
合

出
、
原
則
が
地
わ
れ
て
い
る
わ
は
り
で
、
こ
れ
に
つ
い
と
も
反
寸
ゐ
の
で
は
ん
あ
い
か
と
い
山
コ
て
お
υrノますヘ

れ
つ
の
重
出
丸
、
広
原
則
が

口
同
害
さ
れ
て
い
い
の
か
と
っ
か
に
つ
い
て
、
是
非
ご
説
川
引
乞
賜
b
L
い
と
い
う
お
煩
い
で
す

v

J

鈴
木
課
長

み
な
ど
採
出
の
tHTU
の
閃
係
で
す
、
巾
＼

こ
の
辺
一
け
は
公
民
L
P
ら
も
補
心
配
い
た
だ
け
ど
ら
と
思
い
ま
す

こ
れ
に
つ
い
て
け

ぁ
，
、
ま
で
4
今
一
副
は
送
ナ
、
一
弘
法
、
。
一
一
党
系
で
も
あ
る
さ
v

J

に
一
六
遣
先
11JFJ、
だ
と
淑
じ
り
つ
つ
や
つ
に
い
る
と
い
う
派
法
た
が

イ
衰
の
ん
γ
1

ス
で
す
の
で
、
こ
う
い
ラ
ケ
’
ス
に
つ
い
て
は
べ
J
ル
テ
ィ
乙
し
て
こ
の
ほ
出
を
強
制
γ
ノ
る
ャ
と
も
法
制
的
に
ほ
祭

月
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祝

品
、
保
護
さ
れ
る
ー
も
の
の
利
品
v

石
川
相
な
う
形
で
こ
の
問
題
一
日
正
処
理
す
る
と
乙
は
ず
J

へ
き
で
は
ヨ
い
と
思
い
ま
子
。
こ
A
1
J
た縦）斗…

J

は
き
れ
て
い
な
い
か
、
ゐ
く
ま
て
も
只
事
一
恨
の
と
み

A

一
と
異
な
っ
て
茂
伝
川
門
前
叫
に
あ
る
ケ

l
ス
に
町
民
、
り
れ
る
ヒ
い
う
こ
と
で
、
叫
て

一
は
ク
り
7
で
き
る
の
で
は
た
い
ー
や
と
が
号
、
ザ
ん
て
お
A

り
ま
す

〕
鎌
問
委
員

み
な
し
に
つ
い
て
だ
け
少

L
制
足

J

ま
す
～

私
げ
か
’
お
込
円
、
え
す
る
こ
γ
と
は
、

の
円
臼
を
い
は
主
口
「
ゐ
の
で
は
な
い
か
、
ま

jyム円

5
h
H則
す
シ
一
h
l
考
え
る
の
か

r
い
川
一
た
反
対
の
論
拠

K
Mい
さ
れ
て
し
ま
す
の
で
、

こ
れ
に
つ
い
て
ル
f
v
補
足
を
し
に
レ
ζ

田
川
い
士

L
3
0
J

」
知
山
川
八
パ
い
ん
ん
一
た
い
た
戸
b
h

ワ」に

一
昔
交
樹
治
事
p
ー
の
技
巧
裁
判
況
は
公
中
川
に
反

L
な
い
組
問
で
ほ
尽
の
自
占
を
認
め
る
と
ハ

、
｝
乙
明
、
一
ち
の
ヤ
＼

い
わ
ゆ
る
進
法
派
遣
の
場
ん
じ
ま
さ
緑
川
の
門
出
」
／
一
権
保
L
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
い
う
w

と
で
は
～
よ
か
ろ
う
に

H
h
J

ま
す
の
で
、
こ
の
）
円
山
は
堅
一
司
裁
判
以
に
必
ず
し
も
抵
散
す
る
わ
け
で
は
な
い
ζ
考
え
て
お
り
ま
す
〕

一般に
M
人
約
に
つ
い
〈
は
ん
日
立
川
原
別
C
「
が
、

J

疋
の
付
、
政
策
的
ぱ
H
H
拾
の
た
め
に
村
人
約
を
強
山
性
qJ

ムH
説
原
則
刈
に
つ
い
て
は

る
よ
、
つ
な
場
合
ば
、
法
〈
J
も
あ
り
ま
す
し
、
例
え
ば
い
出
者
な
と
は
N
H
の
前
に
病
気
の
人
が
い
れ
ば
、
そ
れ
を
応
ポ
子
J

る
、
ア
こ
へ
は

制
約
さ
れ
γ
八
、
る
ご
と
》
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
合
青
山
原
弘
の
一
ど
の
ロ
政
策
心
中
で
九
五
屈
に
よ
ら
な
い
伐
律
山
同
日
係
の
形
成
が
認
め

ら
れ
4

に
い
る
と
思
い
ま
す

間
艇
は
、

J
t
o
一
よ
、
な
は
政
策
的
仕
掛
白
川
が
こ
の
ぬ
人
口
何
か
J

い
う
と
、
遣
い
い
派
リ
↓
止
の
場
人
汗
は
、
半
純
に
「
？
っ
と
山
害
出
派
遣
が

持：附D)l'i用仁子の制約

山
刊
る
｝
と
い
よ
っ
て
派
遣
労
問
者
の
山
嵐
山
川
の
安
定
が
同
な
わ
れ
る
↓
叶
信
社
い
が
め
る
わ
け
で
す

v

つ
ま
日
、
派
遣
先
二
し
ろ
派
遣
一
正

い
九
、
〆
ろ
、
品
開
法
派
泣
が
行
お
れ
わ
か
ら
や
め
ま
、
）
ょ
う
と
い
う
二
千
山
総
な
hw
げ
に
す
い
そ
れ
ば
L
い
の

に
的
い
て
い
る
派
遣
労
的
蓄
の
川
北
川
を
山
聞
な
う
給
対
に
な
る
わ
け
で

f
c
こ
れ
は
方
的
者
供
給
山
業
の
場
合
も
同
ヒ
な
の
で
す
が
、

？
っ

L
2
1場
合
に
本
来
I
M
J
た
さ
れ
る
ご
主
げ
法
の
ア
で
退
去
に
守
仇
っ
て
制
裁
す
べ
き
d
め
が
、
係
十
品
山
手
れ
々
も
の
が
1
ノ
ス
ク
す
負

レ

4ι 
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一う
＂＇し

、
斗
3

？
内
ぞ
乙

一

J
f卜
〆

そ
じ
は
グ
々
ノ

2
［

い
ま
の
よ
う
な
｛
疋
の
人
な
し
f

え
山
め
す
に
制
度
が
合
意
原
則
J
松
触
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で

ら
れ
る
、
り
で
は
な
い
引
と
考
え
て
お
ち
ま
す
、

「前

川
堤
決
派
直
で
、
山
、
れ
ば

の
け
日
を
制
限

v

て
も
判
切
に
抵
触
す
る
ご
と
は
な
い

内
町
ぶ
弔
州
民
中
八
ム
、
批
i
b
r

代
表
ず
る
A

誠一一一一一段問の

お
一
い
を
誌
に
幻
ず
る
と
、
こ
の
よ
う
に
な
る

O
L
’
f
F
に
、
＝

ι～
樹
脂
手
作
の
た
法
活
判
決
（
民
大
門
間
利
同
ヘ
－

A

一
・
一

l止
集

は
、
「
法
同
い
い
で
の
他
に
よ
る
特
別
の
制
限
か
あ
る
場
合
に
は
、
採
川
市
の
r
同
市
川
に
つ
い
て
も
そ
の
例
外
会

誌
の
る
4
の
に
は
な
っ
亡
い
る
コ
し
か
し
、
法
律
に
ハ
止
め
れ
ば
、
判
で
d
で
き
る
こ
い

T
L
挙山

けケ一
γ

有
一
一
ハ
寸
つ

立
辺
J

L

1

7

1

 

宮
崎
古
一
層
明
り
n

凡
な

L
に
他
人
Q

J寸
川
用
の
は
出
け
引
以
は
、

の
は
出
に
刻

T
G強
力
な
制
限
i

同tjj
心

1

1
～～ザ
A
V
Y
｝い
F

つ
い
什
、
に
わ
ハ
い
い
ず
＼

か
つ
て
の
u

霊
事
法
主
志
判
決
（
長
大
判
川
町
内
－
九
円

7
直
・
一
一
ひ
い
い
ん
集
二
九
巻
置
に
7
h
七
れ
）

の
手
案
と
も
じ
ム
ハ
迭
す
る
も
の
が
あ
り

川
川
同
門
ム
況
の
い
当
よ
h

つ
に
、
こ
の
よ
う
な

υ
法
に
よ
る
制
唄
措
置
の

ム
ハ
日
士
山
性
を
肯
1

疋
し
う
る
た
め
に
は
、
同
小
到
し
」
し
と
、
主
民
な
九
九
六

C
F日M
c－
－
め
に
必
要
か
つ
合
理
的
な
折
置
で
為
る
こ
と
を
裂
し
一
、

戦
決
の
石
山
間
に
対
ず
る
よ
い
F

ゆ
る
や
か
な
制
限
一
に
よ
っ
く
は
、

no 

p

ご
の
一
目
的
と

l
分
に
達
成
す
る
こ
「
が
で
き
た
へ
い

2
忍
め
ら
れ
る
こ

2
4
V
叫
す
る
一
し
一
考
え
ら
れ
る

P

そ
れ
ゆ
え
、
リ
思
江
派
返
L
H円

ず
る
べ
ナ
ル
テ
r
ー
と
い
、
だ
げ
で
は
、
汁
な
そ
の
合
計
い
ふ
i
J
ρ
L
E
N
t
で
き
な
い
」
と
は
し
う
ま
で
も
な
い
へ

戸
、
子
弘
、

－

J
U
 

鎌
刊
委
員
の
い
う
比
政
策
的
な
ん
悦
出
に
つ
い
て
は
1／

L
っ
か
〈

な
る
ほ
と
、
山
品
川
口
派
遣
に
対
す
る
是
一
抽
出
二
ょ
っ
三

法
の
保
護
す
没
け
る
べ
き
者
が
そ
の
り
ス
ク
を
負
う
こ
と
に
な
る
7
y

い
〉
子
一
E
i
態
は

」
れ
を
泣
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

つ
ま
り

派
遣
乏
人
れ
の
停
止
措
円
い
〕
。
っ
て

ー
羽
に
日
間
い
て
い
る
派
遺
労
働
ア
ロ
の
一
権
問
川
駅
間
引
な
っ
結
束
十
」
が
生

ν
る
唱
で
一
ノ
な
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い

t
い
え
ノ
委
員
の
考
え
方
に
は
俗
か
に
ぬ
隠
す
べ
き
も
の
が
あ
る
ハ

↓
は
い
え
、
注
IUJA
川
I
U
に
対
一
月
F

る
是
H
R
K
世
ノ
了
〕
て
、
氏
法
。
ぇ
人
れ
の
停
ト
以
外

ら
れ
る
場
合
本
あ
り
そ
ベ
一
づ
る

（取人法学1so 12 14: '"o :zo川 7、

f
f
来



と
が
む
し
ろ
望
ま
し
い
ケ
l
ス
も
あ
る
。
、
た
と
え
ば
、
催
し
も
の
会
場
で
販
売
の
業
務
に
従
事
す
る
派
遣
ス
タ
ソ
フ
を
た
ま
た
ま
会
場

周
辺
の
車
同
誘
導
業
務

（派
遣
が
禁
止
さ
れ
る
肇
備
業
務
に
当
た
る
）
に
従
事
さ
ぜ
た
ど
い
う
よ
う
な
場
合
、
仮
に
そ
の
是
f
抗
置
が

必
一
安
と
な
る
と
し
て
も
、
十
中
間
誘
専
業
務
を
や
め
さ
せ
れ
ば
、
そ
れ
で
済
む
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、

い
わ
ゆ
る
偽
装
詰
負
の
場
合
も
、

期
間
制
限
等
の
点
で
問
題
が
な
け
れ
ば
、
派
遣
へ
の
転
換
を
是
市
折
置
と
し
て
排
除
す
べ
き
理
由
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
c

そ

し
て
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
も
と
よ
り
み
な
し
規
定
の
適
川
を
認
め
る
必
要
も
な
い
ο

さ
ら
に
、

ι接
雇
用
の
み
な
し
規
定
の
は
的
が
も
っ
ぱ
ら
「
現
に
働
い
て
い
る
派
遣
労
働
者
の
版
用
を
組
な
わ
な
い
よ
う
に
す
る
」

こ
と
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
過
去
一
年
以
内
に
違
法
派
遣
の
受
入
れ
が
あ
っ
た

（四
O
条
の
六
第
－
一
項
を
参
昭
…
）
と
し
て
も
、
派
遣
期
間

の
渦

f
を
理
同
と
し
て
派
遣
先
を
既
に
離
れ
て
い
る
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
労
働
契
約
を
派
遣
先
が
申
し
込
ん
だ
も
の
と
み
な
す

必
安
は
な
く
、
派
遣
期
間
、
が
い
ま
だ
満
了
し
て
い
な
い
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
も
、
派
遣
元
に
よ
る
一
口
市
用
期
間
（
同
条
第
一
項
木
文
を

と
は
川
一
関
係
に
、
飛
り
の
派
遣
期
間
に
つ
い
て
の
み
、
み
な
し
規
山
の
迎
用
を
認
め
れ
ば
足
り
る
n

仮
に
こ
の
よ
う
な
範
阿
を

参
山
口

超
え
て
、
ド
直
接
一
院
用
の
み
な
し
脱
ど
を
適
用
す
る
場
合
に
は
、

H
的
達
成
に
必
要
な
範
囲
を
超
え
る
「
職
莱
の
円
山
に
対
す
る
制
限
」

と
し
て
違
憲
（
辿
用
違
憲
）
と
な
る
。
筆
者
は
と
う
考
え
る
の
で
あ
る
。

続

た
だ
、
以
上
の
立
論
は
、
あ
く
ま
で
直
接
雇
用
の
み
な
し
胤
定
の
存
十
代
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
立
法
論
し
て
は
こ
の
よ
う
な

採附の白白とそのIU!J約

み
な
し
規
定
に
代
わ
る
、
派
遣
法
の
改
前
案
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
検
討
さ
れ
て
よ
い
。
採
別
の
白
附
や
労
働
契
約
の
合
意
原
則
は
、

法
律
に
よ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
み
だ
り
に
こ
れ
を
制
限
す
べ
き
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
c

そ
こ
で
以
卜
で
は
、
こ
う
し
た
派
遣
法
改
止
奈
の
具
体
例
を
不
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
稿
の
ま
と
め
に
か
え
る
こ
と
と
し
た
い
c

（阪大法学）(j() (2 15) 2己l〔2010.7〕



「前

2 

直
接
雇
用
に
代
わ
る
派
遣
先
に
よ
る
応
分
の
リ
ス
ケ
負
担

一う
＂＇し

山
明
主
以
派
遣
に
対
ふ
す
る
け
し
一
に
山
田
川
出
と
し
て
、
派
遣
先
が
派
山
間
以
市
一
メ
ヘ
れ
の
作
V
Jげ

（
派
遣
い
契
約
の
斗
、
比
一
郎
約
〉
比
山
内
主
議
い
〕
る
こ
と
が
必
要

と
な
る
場
台
、
そ
の
リ
ス
ク
乞
派
遣
労
働
者
で
は
な
く
、
派
遣
先
日
七
一
折
す
る
つ

ι抜
足
刷
、
川
み
な

ν
規
定
に
代
わ
る
改
案
一
以
十

「
代
案
」
と
い
ふ
、
に
お
い
亡
、
も
、
こ
の
こ
と
が
日
的
と
な
る
乙
J

は
い
う
ま
で
も
な
い

ν

一
」
れ
を
条
文
の
ぷ
に
し
て
一
小
す
と
、
お
よ
そ
次
の
〕
て
つ
に
な
る
。

労
融
問
者
派
遣
契
約
の
解
除
に
当
た
つ
と
講
ず
べ
き
措
置

労
働
者

J

派
遣
の
役
務
の
従
批
い
を
受
け
る
告
は
、

繁
二
十
九
条
の
二

そ
の
者
の
祁
人
口
に
よ
る
労
働
者
派
遣
契
約
の
堺
ぷ
に
ψ

～
人
勺

て
は
、
当
該
労
働
者
派
遣
い
係
る
派

E
労
働
肴
の
新
た
な
就
業
心
機
会
心
時
保
、
労
働
者
派
遣
を
一

3
C宇
業
、
に
よ
る
叶
訟
派

遣
労
働
者
に
川
付
す
る
休
業
7
1
1斗
J

心
支
私
に
要
「
る
安
川
明
テ
一
保
保
デ
る
た
め
の
当
該
市
賀
川
刀
色
村
ナ
の
恨
の
当
該
派
遣
労
働
者

hfJM用
の
す
J
H
Tゲ
一
一
也
る
た
仏
む
に
必
民
な
掛
円
を
誘
じ
な
け
れ
ば
な
ら
は
い
一

2 

刷

zm引
の
規
心
は
、
分
間
廿
－
此
浸
心
役
仲
坊
の
伏
位

h
y受
行
る
者
が
次
の
与
口
勺
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
行
為
を
行
い
、
か
っ
、

F

て
の
是
正
を
凶
る
た
め
の
拍
置
J
し
て
当
該
，
刀
働
者
派
ヰ
一
に

Mmる
労
働
お
派
遣
梨
約

m
m除
さ
れ
る
場
合
に
準
川
市
ず
る

v

治
同
条
第
一
叫
の
札
｛
止
に
山
怪
反
し
て
派
注
労
働
者
日
共
同
条
都
市
「
件
コ
勺
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
袋
持
二
従
事
さ
ぜ
る
一

,, 

i
四
条
の
一

の
中
市
川
ハ
に
に
違
反
し
て
分
偽
守
派
遺
の
役
務
の
円
札
供
十
受
け
る
こ
乙
乙

介 、
ケ1

一円
一

第
阿
去
の
第
一
鳴
り
規
ー
一
心
に
足
以
し
て
労
句
者
派
漬
の
れ
は
務
の
似
供
を
受
け
る
こ
二
つ

｜叫

第
阿

7
4
の
一
六
又
は
仏
一
帯
判
条
の
J
U

第
ほ
の
川
崎
｛
止
に
法
反
し
て
労
段
高
一
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
こ
と

（取人法学1so 12 Ji>: '"' :zoo, 7' 



こ
心
法
律
又
付
策
目
的
心
説
記
に
よ
り
、
一
担
問
、
、
ふ
れ
る
伝
待
心
規
ι元
（
り
、
起
用
を
免
れ
ゐ
片
的
で
、
示
前
日
そ
の
純
労
問
者
派
浸

以
外
の
名
は
で
初
人
約
を
締
結
し
、
弟
二
llli
ヘ
条
第
一
取
件
勺
円
掲
げ
る
事
広
を
定
め
い
ず
に
労
働
者
、
川
市
｝
（
り
役
誇
の
提
供
か
受

日り玄叫」しい｝

第
二
十
九
条
の
こ

百
バ
労
働
＋
ハ
ド
は
、
託
タ
ん
に
荒
｛
一
品
、
す
る
派
遺
労
働
ア
ー
の
一
一
用
の
安
定
主
阿
る
た
め
に
必
妥
な
倍
去
を
講
じ
な

カ、

の
役
務
心
担
円
い
を
受
日
る
芝
ゃ
い
九
対

L
、
必
U
一
な
助
一
戸
、
担
、
可
止
は
納
行
を
「
る
こ
と
日
’
で
き
る
。

日
ゆ
宇
、
ガ
川
判
大
豆
は
、
ず
一
闘
の
規
定
に
よ
る
勧
古
わ
rr
〆
た
場
甘
に
お
い
亡
、

そ
の
紡
告
を
交
け
た
労
惜
諸
派
泣
の
役
政
府
の
提
供

つ

を
受
け
る
者
が
ご
れ
に
し
託
、
わ
な
か
っ
ι
～
乙
き
は
、
乙
＼
の
己
円
立
公
夫

fhv、
」
ア
が
で
き
る
υ

今
回
の
法
改
リ
に
お
い
て
は
、
派
漬
九
九
J
そ
の
郊
ん
u
は
よ
り
派
遣
い
で
約
を
小
途
解
約
ム
UJ
る
日
J台
、
当
該
解
約
に
当
y
J
ζ
Uれ
い
宣
光
が

派
遣
ぷ
の
よ
ヌ
弘
う
休
業

T
当
の
粗
削
干
し
杭
肝
心
ず
る
費
用
主
口
担
ず
る
込
山

J

、
派
遣
労
働
お
の
脳
血
川
肘
の
交
に
を
一
れ
る
た
め
の
措
置
仇
寄
与
す
る
J

と
と
、
派
遣
パ
h
p
h
J
U弘
体
て
義
務
つ
日
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い

代
五

c
m
m
い
は
、
述
、
氏
一
派
遣
に
け

1
3る
是
正
措
置
と
し
て
派
さ

先
日
小
派
浸
乏
人
れ
の
停
止
惜
置
～
ど
寿
じ
る
こ
と
が
必
変
と
な
る
渇
今
に
も
、
同
様
の
義
務
を
派
立
一
半
心
に
燕

rhL一に
E
って、人阻む品川一一

祝

川
市
に
代
わ
る
侃
注
先
に
よ
る
L
L
4
I
J
U
り
ス
ク
釘

FJr制
ι凡
化
寸
ゐ
こ
と
に
あ
る
へ

持：附D)l'i用仁子の制約

つ
ま
り
、
一
れ
を
代
主
の
条
ー
ん
に
印
し
て
い
え
ば
、

の札制凡パ以訂山川（疋

九
条
の
一
一
第
一
ポ
が
」
れ
に
該
当
「
る
）

4PE反

（
同
件
、
お
一
環

派
遣
に
対
す
る
門
店
J
4
惜
円
、
／
ア
ノ
て
派
遣
問
初
、
山
内
途
解
約
さ
れ
る
場
合
に
も
内
用
す
る

に
と
も
に
、
派
遣
允
が
休
系

散
の
堂
版
ハ
ロ
担
位
十

J

の
指
置
を
講
じ
な
い
坊
ん
u
に
は
、
円
7
p
労
働
ι
十
八
日
に
よ
る
お

4
7
助
一
円
は
き
の
約
百
一
ど
り
院
と
す
る
」
と

九
条
の
一
第
点
）
に
、
そ
の
三
肢
は
あ
る
ヒ
い
う
こ

r
に
な
る
c

、
」
れ
で
は
法
法
主
叫
に
対
ず
る
べ
づ
凡
一
r
ィ
乙
し
て
は
が

F

げ
と
の
批
判
4
あ
ろ
う
が

派
遣
契
約
心
中
途
縦
約
が
直
ち
に
派
遣
γ

～
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~l1. 

と
の
一
括
川
関
係
の
解
消
を
帰
結
す
る
わ
け
で
は
な
い
っ
派
泣
先
が
休
業
千
当
相
当
績
の
費
別
負
担
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た

前

派
遣
一
ん
と
の
尿
用
関
係
の
維
持
を
容
易
に
す
る
こ
と
に
も
そ
れ
な
り
の
意
味
が
あ
旬
、
派
遣
先
に
よ
る
応
分
の
リ
ス
ク
負
担
と
い
う
点

に
お
い
て
も
、
こ
の
程
度
の
負
担
が
妥
巾
！
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
代
案
に
お
い
て
は
、
改
定
法
案
に
定
め
の
あ
る
「
離
脱
後
一
年
以
内
の
労
働
者
の
派
遣
労
働
者
と
し
て
の
受
入
れ
L

を
禁
止

し
た
規
定
に
つ
い
て
も
、
け
川
条
迫
反
一
の
行
為
に
対
し
て
は
派
遣
受
入
れ
の
停
止
が
足
正
措
置
と
し
て
講
じ
ら
れ
る
こ
と
が
想
忘
さ
れ
る

AZ
 

こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
刈
象
に
入
門
め
る
‘
ト
ベ

派
遣
先
の
都
合
に
よ
っ
て
派
遣
契
約
が
中
途
桝
約
き
れ
る
場
合
に
も
、
指
導
・
助
一
斉
抜
き

の
勧
牛
門
を
可
能
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
体
と
し
て
も
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
も
の
と
す
る
こ
と
に
意
を
用
い
たっ

派
遣
先
に
も
、
で
き
る
こ
と
と
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
以
上
を
要
す
る
に
、
そ
の
見
極
め
が
今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
と
と

が
で
き
よ
う
。

（1
）

以
上
の
ほ
か
、
内
閣
提
山
法
案
の
凶
会
提
川
に
当
た
っ
て
は
、
労
働
政
策
禅
譲
会
が

「
お
お
む
ね
妥
当

と
界
中
し
た
旬
牛
労
働
約
案
に

つ
い
て
付
い
ん
P
Mと
凶
民
新
党
が
異
－
誠
を
問
え
た
た
め
（
そ
の
結
巣
、
派
逃
げ
ん
に
「
期
尚
を
定
め
な
い
で
履
刑
さ
れ
る
労
働
省
」
に
つ
い
て
事
前

而
按
答
の
特
定
れ
為
を
解
佐
川
す
る
規
定
が
法
案
か
ら
削
除
さ
れ
た
」
、
出
初
予
山
一
止
さ
れ
て
い
た
一
二
月
－
－
ロ
の
附
議
伏
定
が
一
通
内
通
れ
る
と

い
う
ハ
プ

ニ
ン
グ
も
あ
っ
た
c

な
お
、
労
働
政
策
審
議
会
は
、
答
山
叩
が
こ
の
よ
う
に
尊
重
さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
に
対
1
d

て、

そ
の
後
、
兵
例
の

抗
議
を
行
っ
て
い
る
c

（2
）

H
履
い
派
逃
に
加
え
、
な
鉱
型
派
遣
や
製
造
派
逃
が
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
禁
止
さ
れ
る
と
、
派
遣
元
H
ベ
ン
ダ
ー
企
業
は
、
後
に
注
（日
）
で
み

る
よ
う
に
、
雇
用
期
間
が
二
か
川
を
越
え
、
か
っ
、
少
な
く
と
も
一
牛
を
超
え
る
展
附
が
見
込
ま
れ
る
常
時
雇
用
労
働
抗
告
」
で
な
け
れ
ば
、

と
れ
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
そ
の
影
特
は
、
そ
う
し
た
「
常
時
府
間
」
の
環
境
に
な
い
派
遣
ス
タ
ッ
フ
に
も
当
然
及
ぶ

G

た
だ
、

「常
時
原
刑
労
働
者

一
で
あ
れ
ば
、
派
遣
川
ん
に
よ
る
派
遣
の
受
入
れ
そ
れ

v

一
体
は
禁
止
さ
れ
な
い
た
め
、
派
遣
先
l
ユ
ー
ザ
ー
企
業
に
刻
、ず
る

影
幹
は
い
わ
、は
間
拡
的
な
も
の
に
と
と
ま
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
直
接
雇
用
の
み
な
し
規
定
に
お
い
て
は
、
ユ
ー
ザ
J

企
業
が
も
っ
ぱ
ら
そ
の

タ
l
ゲ
ァ
ト
と
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
影
響
は
い
う
ま
で
も
な
く
ダ
イ
レ
ク
ト
な
も
の
と
な
る
ひ
ま
た
、
－
R
接
庭
用
の
み
な
し
規
定
に
つ
い
て

｛田正大法学160 (2 18) 254 :zo10. 7: 



続

は
、
登
録
型
派
辿
や
製
活
派
巡
の
禁
止
規
定
と
は
宍
な
り
、
そ
の
施
行
ま
で
に
猶
子
期
間
、
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い

と
う
し
た
ユ
ー
ザ
ー
企
業
の
関
心
を
切
夫
な
も
の
と
す
る
要
闘
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

（3
）
厚
牛
w
M働
省
職
業
安
広
局
「
労
働
者
派
遣
事
山
米
関
係
業
務
取
扱
一
安
領
」
（
一
一

O
一
O
年
四
月
－

H
最
終
改
止
｝
会
八
良
を
参
照
ー

（4
）
公
務
川
口
の
場
合
、
”
で
の
勤
務
条
件
は
法
作
ま
た
は
条
例
で
た
め
ら
れ
る
と
と
か
ら
、
勤
務
条
件
を
契
約
で
決
め
る
と
い
う
考
え
方
が
そ
も

そ
も
な
く
、
私
法
I
の
契
約
関
係
と
は
誌
な
り
、
そ
の
内
科
を
心
当
事
者
の
A
口
列
的
伝
記
解
釈
に
よ
っ
て
山
止
め
る
こ
と
が
子
忘
さ
れ
て
い
な
い
と

の
考
え
方
が
、
判
例
卜
い
も
一
般
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
小
県
「
戦
場
の
法
律
は
小
説
よ
り
奇
な
り
’
（
講
談
什
、
二
つ
O
九
年
）
－
J

一
寸
日
（
を

参
照
υ

へ5
）
川
条
第
一
項
は
、
国
家
公
務
員
法
や
地
l

刀
公
務
員
法
「
そ
の
他
府
係
法
人
μ
の
規
立
に
某
づ
く
採
川
そ
の
他
の
適
切
な
拾
世
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
て
い
る
が
、
そ
と
に
い
う
「
そ
の
他
の
地
切
な
措
世
」
と
し
て
、
抗
争
試
験
ま
た
は
選
考
に
よ
ら
な
い
、
名
口
だ
け
の

選
考
採
用
が
事
実
！
、
れ
政
際
関
に
強
制
き
れ
る
吋
能
れ
が
高
い
。

（6
）
ト
単
位
常
一
極
刑
の
み
な
し
規
定
に
つ
い
て
は
、
改
正
法
公
布
後
六
か
川
以
内
の
施
わ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
対
象
と
な
る
連
法
派
遣
の

う
ち
、
製
進
派
泣
へ
①
の

A

’d
）
と
存
録
型
派
遣
｛
④
｝
に
つ
い
て
は
、
り
て
の
施
ノ
行
H
を
八
ム
布
後
」
一
牛
以
内
と
す
る
こ
と
に
よ
旬
、
そ
れ
ぞ
れ

の
禁
止
規
定
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
に
－
定
の
梢

py期
間
が
設
け
ら
れ
て
い
る
c

ま
た
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
一
派
追
一
元
が
常
時
雇
用
す
る
労
働
省

を
派
遣
す
る
と
き
は
、
例
外
と
し
て
派
遣
を
認
め
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
い
う
「
常
時
同
市
川
労
働
省
」
の
忘
表
に
つ
い
て
は
、
従
弘
小

の
解
釈
（
リ削
掲
注
（3
」
「
業
務
取
扱
要
領
」
一
六
頁
）
を
｜
｜
法
改
正
に
よ
る
け
履
い
派
遣
の
禁
止
を
踏
ま
え
つ
つ
｜
｜
踏
襲
す
る
こ
と
が
子

定
さ
れ
て
い
る
c

つ
ま
り
、
派
遣
一
ん
に
①
期
間
の
定
め
は
く
同
市
川
さ
れ
て
い
る
者
の
ほ
か
、
①

会ハ止
の
期
間
三

一
か
月
を
超
え
る
期
間
｝

を
と

め
て
府
附
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
過
去
一
年
を
超
え
る
期
間
に
つ
い
て
引
き
続
き
疋
閉
山
さ
れ
て
い
る
右
ま
た
は
採
加
の
時
か
ら
年
を
超

え
て
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
者
が
、
こ
れ
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
ο

な
お
、
製
込
派
遣
の
禁
止
と
仔
録
型
派
遣
の
禁
止
の
速
い
は
、
一
九
九
九
年
の
は
改
巨
に
よ
っ
て
派
遣
が
解
禁
さ
れ
た
山
由
化
業
務
の
鳩
介

に
は
、
①
産
前
死
後
休
業
・
育
児
休
業
・
介
議
休
業
取
伴
者
の
代
詩
要
員
一
点
透
、
①
一
H
M
齢
い
れ
一
点
透
お
よ
び
①
相
介

J

ア
忘
派
遣
に
つ
い
て
例
外
が

認
め
ら
れ
る
（
常
時
一
黒
川
労
働
者
以
外
の
者
の
派
遣
が
可
能
と
な
る
）
の
に
対
し
て
、
製
造
業
務
の
場
ム
け
に
は
、
と
う
し
た
例
外
が
認
め
ら
れ

な
い
こ
乙
に
あ
る
。
た
だ
、
＠
に
関
し
て
は
、
一
九
九
九
年
の
い
改
正
以
前
か
ら
、
育
児
介
諾
休
業
訟
に
定
め
る
特
例
（
九
九
年
の
法
改
正
に

よ
り
、
派
遣
法
の
附
叫
に
吸
収
」
と
し
て
、
製
造
来
務
に
つ
い
て
も
｜
｜
常
時
府
間
で
あ
る
と
再
と
を
問
わ
ず
｜
｜
派
遣
が
認
め
ら
れ
て
き
た

（三汁
「6
一
を
参
照
）
こ
と
も
、
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（阪大法学）(j() (2 1日）2日〔2010.7〕



~l1. 

と
い
う
経
緯
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
杯
梓
・
古
川
県
御
し
た
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
じ

（7
）

小
山町

・
泊
掲
注
工

）

ず

山頁
以
下
の
ほ
か
、
同
「
労
働
市
場
改
革
｜
｜
規
制
強
化
論
へ

の
以
論
」
伊
藤
降
倣

・
八
代
尚
宏
編

一日
本
経

済
の
活
性
化
｜
｜
市
場
の
役
割
・
政
府
の
役
割
」（
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
、
今
一
ひ
っ
九
年
」
九
－
良
以
ド
、
一

O
Lハ
頁
を
参
照
合
な
お
、
い

わ
ゆ
る

「
吋
門
一
六
業
務
派
遣
適
正
化
プ
ラ
ン
」
に
碁
づ
い
て
、

A

一O
一
O
年
芥
に
都
道
vM
川
以
労
働
一月
に
よ
る
集
巾
的
な
指
導
臨
督
が
宍
施
さ

れ
た
結
呆
、
山
川
起
は
さ
ら
に
深
刻
な
も
の
と
な
っ
た
と
い
え
る
c

（8
）

e

二
党
案
に
定
め
る
也
接
雇
用
の
み
な
し
規
主
「
囚

C
条
の
六
）
に
つ
い
て
は
、
小
馬
「
応
用
の
山
由
と
を
の
制
約
｜
｜
求
め
ら
れ
る
慎
重

な
議
論
L

d
阪
大
法

7
』
丘
九
巻
－
二
・
囚
号

A

一
0
0九
年

一

汁

）

－

4
貝
、
一
川
v

ハ
員
以
下
を
参
照
。
な
お
、
そ
の
ス
キ
l
ム
は
北
在

法
案
と
は
や
や
宍
な
る
も
の
の
、
派
遣
労
働
者
の
辺
パ
ロ
ま
た
は
受
誌
に
よ

っ
て
、
派
遣
先
と
の
一
間
に
労
働
契
約
が
成
立
す
る
と
い
う
点
で
は
、

双
方
の
閣
に
ま
っ
た
く
違
い
は
な
い
心

（9
）
＋
二
党
案
の
四

O
条
の
六
第
一
項
ム
号
を
参
照
。
そ
こ
に
い
う
第
一
：

l
立
条
の
一
一
第
二
羽
の
規
定
に
よ
る
通
知
」
が
派
遣
停
叶
の
通
知
に

当
た
る
，
な
お
、
同
条
抗
二
項
経
段
は
、
期
間
制
限
違
反
の
派
遣
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
派
遣
労
働
者
に
よ
る
期
間
の
ん
止
め
の
な
い
照
州
契
約

へ
の
変
一
史
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
派
遣
作
止
の
通
知
が
な
い
か
、
ぎ
り
、
い
ず
れ
に
せ
よ
そ
う
し
た
状
泌
が
生

ιる
余
地
は
な
か
っ
’
た
，

（
ω－
そ
の
結
果
、
則
間
制
限
迫
反
の
派
透
受
人
れ
に
つ
レ
て
は
、
派
泣
停
止
の
通
知
が
な
い
た
め
に
、
労
働
契
約
の
巾
込
み
義
務
が
派
遣
先
に

生
じ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
な
お
派
遣
先
は
労
働
契
約
を
小
L
込
ん
だ
も
の
と
み
な
さ
れ
る
、

と
い
う
大
き
な
矛
盾
を
改
下
後
の
派
透
法
は

か
か
え
る
乙
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
仕
組
み
を
派
遣
先
に
納
得
せ
よ
と
い
う
の
は
、
明
ら
か
に
無
期
が
あ
ろ
う
コ

（孔
）

」
一
党
案
で
は
、
派
遣
先
が
か
録
忠
一
点
遺
の
交
止
規
定
に
違
比
し
て
、
派
遺
元
の
”
刊
時
雇
用
労
働
者
以
外
の
者
を
派
遣
労
働
省
と
し
て
受
け

入
れ
た
場
合
の
ほ
か
、
川
県
許
同

・
無
届
け
の
派
遣

A

ん
か
ら
派
遣
を
受
け
入
れ
た
場
ム
いに
は
、
一
点
透
札
ん
が

情

を

知

っ
て
」
こ
れ
を
行
っ
た
こ
と

で点
澄
先
の
品
415
を
也
接
雇
用
の
み
な
し
規
定
の
夏
作
と
し
て
い
た
、
が
、
禁
止
装
務
へ
の
派
遣
受
入
れ
や
別
問
制
限
違
反
の
派
遣
受
入
れ
に

つ
い
て
は
、
こ
の
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
な
か
っ
た
う

（ロ）

な
お
、
こ
の
ぷ
に
関
連
し
て
、
細
川
伴
仁
八厚
砕
労
働
副
大
山
が
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会

（一一

O
一
O
年
四
月
二
二

H
開
催
）
に
お
い
て
、

－
般
論
と
し
て
次
の
よ
う
に
答
弁
し
て
い
る
こ
と
に
、汀
を
＼

「派
逃
ら
の
知
ら
な
か

っ
た
と
い
う
と
と
に
つ
い
て
は
、
知
ら
な
か

っ
た
こ
と
に

つ
い
て
過
失
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
相
手
先
が
、
一
派
遊
先
が
此
明
を
す
る
、
こ
う
い
う
こ
と
に
も
な
っ
て
ま
い
り
ま
ず
か
ら
、
ほ
と
ん
ど

の
場
介
が
な
か
な
か
慨
し
い
と
い
う
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
」

へ川
委

H
会
の
会
議
録
第
九
は
す
か
ら
引
用
づ

前
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（
凶
）
現
行
派
泣
渋
四
九
条
の

（公
表
等
」

第
四
十
九
条
の
二
厚

ι労
働
大
臣
は
、
第
州
条
第
一
．一
足
、
第
二
十
凶
条
の
二
、
第
州
卜
条
の
一
二
第
一
項
、
第
四
十
条
の
凶
又
は
お
何
十
条
の

立
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
右
に
対
し
、
第
判
｜
八
条
約
唄
の
組
定
に
よ
る
指
導
又
は
肋
－
一
以
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
な
お
第

阿
条
第
二
項
、
第
二
十
判
条
の
一
、
第
川
十
条
の
一
第
九
項
、
第
凶

l
条
の
川
又
は
第
四

l
条
の
立
の
規
定
に
違
以
し
て
お
り
、
ー
人
は
違
反

す
る
お
を
れ
が
あ
る
と
認
め
る
、
乙
き
は
、
心
げ
↓
該
呂
に
対
し
、
第
川
条
第
一
－
尻
、
第
－
一

l
四
条
の
二
計
し
く
は
勿
同
十
条
の
一
‘
第
今
原
の
規
立

に
違
反
す
る
派
遣
就
業
を
是
正
す
る
た
め
に
必
更
な
措
間
活
し
く
は
当
該
派
遣
就
楽
が
行
わ
れ
る
こ
と
よ
一乞
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
宏

と
る
べ
き
こ
と
又
は
第
川
卜
条
の
四
者
L
く
は
第
四

l
条
の
丘
の
規
定
に
よ
る
田
市
肘
契
約
の
坤
込
み
を
す
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で

．
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

き
る

続

略厚
ヰ
労
働
大
臣
は
、
前
会
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
た
場
介
に
お
い
て
、
そ
の
勧
告
を
受
け
た
省
、が
こ
れ
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、

そ
の
円
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
c

（H
H
）

小
鳥

・
前
掲
注
（自
）
五
千
以
の
注
（
却
）
を
参
照
。

〕

（M
U
）
派
遣
先
の
行
為
が
違
法
派
巡
の
受
人
れ
（
川
O
条
の
六
釣
一
羽
各
り
）
に
該
～
ー
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
場
什
に
よ
っ
て
は
専
門
的

o，
唱’A

な
知
識
が
必
更
と
な
る
こ
ど
か
ら
、
四
O
条
の
八
第

一
項
に
定
め
る
厚
生
労
働
ド人
川
の
助
言
規
定
に
閲
し
て
は
、
そ
の
忘
味
が
多
少
と
も
理
財

加

で
き
る
4
L
か
し
、

同
条
第
会
項
以
下
の
規
立
に
つ

い
て
は
、
私
法
卜
の
効
果
が
認
め
ら
れ
る
規
定

｛出
O
条
の
六
）
が

一
力
に
存
有

す

る

に

訂ワー－

も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
行
政
剖
A
D
R
の
た
め
の
規
定
が
こ
れ
に
束
ね
て
な
ぜ
必
要
と
な
る
の
か
、
疑
問
な
し
と
し
な
い
c

）
唱
E
A

（
同
）
こ
の
乙
と
は
、
あ
ま
り
指
摘
さ
れ
な
い
も
の
の
、
派
遣
先
に
と
っ
て
は
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ

，

日

（
口
」
小
馬

－u
別
掲
注
「H
）＋

三
瓦
を
参
照

Q

p
hリ

昆
）
な
お
、
薬
山
予
法
違
窓
判
決
は
「
薬
局
の
同
投
等
の
許
可
基
準
の
一
っ
と
レ
て
地
域
的
制
限
を
定
め
た
薬
事
法
」
の
規
定
を
「
1

小
良
民
柴
口
山
判

の
供
給
の
防
止
等
の
目
的
の
た
め
に
必
妥
か
つ
ム
日
程
的
な
規
制
を
た
め
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
憲
法
一
－
条
一
項
に
違
反
し
、
法，r

 

阿川
…幼
」
乙
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
木
文
に
引
川
し
た
部
分
に
閉
山
地
し
て
、
ロ
ハ
体
的
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

阪

「

紋
に
許
叫
制
は
、
単
な
る
職
業
活
動
の
内
容
及
び
態
様
に
け
川
す
る
規
制
を
超
え
て
、
狭
義
に
お
け
る
職
業
の
選
択
の
円
内
そ
の
も
の
に

2 ;) 
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制
約
を
課
す
る
も
の
で
、
峨
業
の
’
一
山
に
刈
す
る
強
h
H
な
制
限
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
ム
い
忠
利
久
子
同
山
山～
し
う
る
た
め
に
は
、
原
則
と
し
て
、
重
要

な
公
共
の
引
け
仰
の
た
め
に
必
要
か
つ
人
口
列
的
な
拾
世
で
あ
る
こ
と
を
要
し
、
ま
た
、
そ
れ
が
社
会
政
策
－
な
い
し
は
経
治
政
策
K
の
積
杯
的
な
H
U

的
の
た
め
の
措
世
で
は
な
く
、
円
内
な帥帆
叩栄
治
動
が
社
会
公
共
に
対
し
て
も
た
ら
す
弊
害
を
防
止
す
る
た
め
の
消
栴
的
、
加
を［
桜
山
酌
措
置
で
あ
る

場
合
に
は
、
許
U
制
に
比
べ
て
職
業
の
白
出
に
刈
す
る
よ
り
ゆ
る
や
か
な
制
限
で
あ
る
職
業
活
動
の
内
容
及
、
ひ
態
様
に
刈
ず
る
規
制
に
よ
っ
て

は
有
の

H
的
を

l
分
に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
J

認
め
ら
れ
る
こ
と
を
妥
す
る
も
の
、
と
い
う
べ
き
で
あ
る

一c

（
ゆ
）
山
刑
判
れ
『

3
）
「
業
務
取
扱
安
領
」

二
瓦
貝
を
を
照
。

（初
）
な
お
、
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
労
働
政
策
審
議
会
に
お
け
る
実
際
の
議
論
の
な
か
で
は
「
山
期
間
経
過
後
に
巾
込
み
の
効
果
が
な
く

な
る
と
い
う
の
は
、
労
働
者
が
派
退
先
を
辞
め
た
後
と
い
う
考
え
ん
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
早
つ
」
と
の
意
見
が
、
使
同
省
代
衣
委
員
で
は

な
く、

労
働
省
代
表
委
員
か
ら
山
さ
れ
る
と
い

っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
む

第
－
阿
凶
労
働
政
策
米
議
会
職
業
安
定
分
科
会
労
働
刈
街
給
制
度
認

ムム
（一一

0
0九
年
－
二
月
二
‘
日
）
に
お
け
る
長
谷
川
委
員
の
・
弘
口
比
を
参
照
。

（川
以
）
た
と
え
ば
、
合
意
原
刈
に
つ
い
て
い
え
ば
、
合
意
は
摂
約
の
成
立
を
認
め
る
た
め
の
j
分
条
件
で
あ
る
と
と
も
に
、
必
要
条
件
で
あ
る
と

も
き
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い

u

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ン
ヤ
ベ
ル

（川
巾
一
H

－
飯
田
高
H
訳
〕
『法
と
経
済
学
』
「
円
木
粁
済
新
閉
山

版
社
、
－
一
つ
二

O
年－

－
二
今
一
幽
頁
以
下
を
参
照
《

（
お
）
な
お
、
こ
こ
に
い
う
川
O
条
の
六
は
、
登
録
剖
派
遣
の
原
則
全
止
規
定
J
Y
一弘、昧
L
、
ま
た
向
。
条
の
七
は
「
離
峨
後
一
年
以
内
の
労
働
訂

の
派
遣
労
働

C
と
し
て
の
受
入
れ
l

祭
止
続
完
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
と
と
が
、
改
T

止
法
案
に
あ
っ
た
声
援
雇
用
の
み
な
し
規
定

（川
O
条

の
六
か
ら
山
O
条
の
八
ま
で
）
の
削
除
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
内

（
幻
）
な
お
、
現
在
は
「
派
遣
労
働
者
の
層
制
の
安
定
を
図
る
た
め
に
必
要
な
持
置
」
の
一
環
と
し
て
「
偵
害
防
街
等
に
係
る
適
切
伝
肌
拘
置
」
が

大
臣
止
日
小
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
c

「派
注
先
が
詩
ず
べ
き
拾

E
に
関
す
る
桁
針
」
第
一
の
六
（
判
）
を
参
照
。

（
μ）
な
お
、
派
治
契
約
の
巾
途
解
約
に
伴
っ
て
、
派
逃
げ
ん
が
派
遣
労
働
れ
を
契
約
期
尚
の
途
中
に
桝
原
ぜ
ぎ
る
を
得
ず
、
そ
の
解
雇
が
や
む
を

得
な
い
事
出
に
よ
る
も
の
と
認
め
A
lつ
れ
な
い
場
令
、
依
り
の
契
約
期
間
に
つ
い
て
派
遣
日
ん
は
通
常
、

賃
金
全
組
問
の
支
払
い
義
務
を
負
う
こ
可
と
に

な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
介
に
も
、一点
澄
川
ん
が
派
遣
契
約
期
間
の
残
存
期
間
に
係
る
休
栄
子
当
相
当
額
を
恨
度
と
し
て
、
そ
の
行
用
の

会
祁
を

角
（
刊
す
る
こ
と
を
筆
者
の
提
案
は
意
味
し
て
い
る
、

へ
お
）
た
だ
し
、
改
止
法
案
に
定
め
る
「
離
職
後
一
年
以
内
の
労
働
省
の
派
遣
労
働
者
と
し
て
の
受
入
れ
」
佐
川
止
規
定
は
、

山
発
的
に
離
職
し
た

前
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者
に
つ
い
て
ーも

一
年
間
は
派
巡
交
入
れ
を
禁
止
す
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
三
う

L
た
過
剰
規
制
と
も
い
う
べ
き
規
定
内
容
そ
の
も
の
に
筆
訂

が
阿
忠
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
の
忠
味
で
、

少
な
く
と
も
解
雇
後

－
年
以
内
の
労
働
者
に
そ
の
け
川
象
を
限
定
す
る
よ
う
な
修
正L
は
必
柴

と
い
え
よ
旨
つ
内

【
後
記
】

派
遣
注
改
正
、
宮
市
に
つ
い
て
は
、
衆
一
ぷ
院
に
お
け
る
審
－
ぷ
来

f
の
ま
ま
、
二

O
－
O
作
六
日
会
六
日
に
は
第

一
七
阿
回
通
常
国
会
が
会
期
満
「

に
よ
り
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
枇
軒
続
審
議
と
な
っ
、
た
c

明

．
ヒ

H
に
い民
主
党
と
川
本
労
働
組
合
総
連
令
会

へ述
A
口）

が
締
結
し
た
参
議
院
選
挙

に
向
け
た
政
策
協
定
で
は
「
労
働
省
一
点
澄
法
改
正
の
円
問
実
現
」
が
据
わ
れ
た
も
の
の
、
同
じ

μに
民
主
刈
が
八
ム
ポ
1

ご
ん
マ
ニ
ブ

エ
ス
ト
で
は

「
一郵
政
改
ホ
注
実
」
に
つ
い
て
は
、
次
期
間
会
で
最
優
先
説
題
と
し
て
速
や
か
な
成
山
一
を
凶
り
ま
す
」
と
明
記
さ
れ
た
の
と
は
対
照
的
に
、

派
遣
訟
の
改
正
に
つ

い
て
は
、
党
内
の
慎
4
派
に
配
慮
し
た
た
め
か
、
法
案
の
同
十
期
成
山
合
同
公
約
し
た
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

－ト
刀
で
、
民
、
土
党
の
マ
ニ

ブ
エ
ス
ト
に
は

「
屠
肘
の
不
安
定
化
の
大
き
な
袋
凶
と
な
っ
て
い
る
製
造
業
へ
の
派
透
JT
原
則
祭
止
と
す
る
た
め

の
法
奈
を
判
淀
川
L
ま
し
た
」
と
の
言
及
が
あ
る
と
は
い
え
、
参
議
院
選
挙
後
の
臨
時
間
会
で
は
、
こ
う
し
た
過
よ
の
経
緯
に
と
ら
わ
れ
な
い、

羽
突
を
踏
ま
え
た
冷
静
な
議
論
が
J
分
に
尽
く
ぎ
、
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
c

（阪大法学）(j() (2 2:1) 2;)9〔2010.7〕


